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狩野

ロボティクス（ロボット工学）は工学の中でも新し

い分野である。本書は、そのシリーズの l冊として位

置づけられているが、ロボティクス分野で中心である

制御技術ではなく、福祉機器を中心に、義肢・装具、

建築・交通の各分野における福祉に応用できる技術を

解説したものである。シリーズの目的に沿って最終的

には「ハイテク」な福祉ロボットを目指しているが、

この書では現存の「ローテク」といえる福祉機器の本

質を学ぶことで、「真に役に立つロボット開発」に結

びつける立場で書かれている。数式を用いないなど、

工学の分野の者だけでなく、医療、看護、福祉を学ぶ

者にも入門書として使えるように工夫されている。

本書の構成は以下の通りである。

1. 福祉と福祉機器

2. 視覚障害者用機器

3. 聴覚言語障害者用機器

4. 移動機器

5. コミュニケーション機器

6. 基本生活支援機器

7. 義肢装具

8. 建築・交通

9. ユニバーサルデザイン

「1. 福祉と福祉機器」では福祉の基本的考え方と

して、福祉の対象、 ICFIを用いた福祉の理念の解説、

QOLと自立といった工学分野を学ぶ者にとっての福

祉分野との共通言語となる項目を解説している。技

術開発に走る技術者がいるなかでこの本の目的であ

る「役に立つ」福祉工学のあり方を提示している。ま

た、福祉工学自体福祉と工学というそれぞれ幅広い分

野の接点の分野であり、その基盤・背景により、リハ

ビリ工学、（生活）支援工学、ジエロンテクノロジー

といった分野があることも紹介している（福祉工学会

ほかここにあげた名称の学会が全て存在する）。障害

者と高齢者の違い、福祉機器と福祉用具の用語の使い
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方や基準化の流れ、国際動向、ニーズ把握から導入ま

でのながれなど技術開発に対する基本的考え方を述べ

ている。「2. 視覚障害者用機器」以降は分野別に機

器等の解説をしている。「6. 基本生活支援機器」と

は、生活の基本である、起居（就寝、いす座等）、排

池、入浴、食事の行為別の機器の解説をしている。「8

建築・交通」では海外も含めた法律や制度の解説と空

間別の整備の例を紹介している。「9. ユニバーサル

デザイン」では、（一般）製品、情報、サービス、社

会そのものについて「ユニバーサルな」ハード、ソフ

トのあり方を紹介している。

所々にある「コーヒーブレークjというコラムで用

語の解説をしている。また、開発のための技術だけで

はなく、車いすの介助で、の段差越えの方法など福祉機

器の使い方にも言及している。これらは福祉と工学と

いう大きい 2つの分野の接点を、どちらの分野の者に

とっても理解を助けるために興味深く読むことができ

るようになっている。スペックを追求して性能の良い

機器をつくることは今の技術を使えばおそらくほとん

どのことは実現可能である。数センチメートルの段差

を乗り越えられる車いすを開発することも重要である

が、何のために移動するのか、移動することによって

何が実現できるのかを理解しないと「役に立たない」

「使いづらい」機器が生まれる。「車いす用トイレをつ

くっておきながらそのアプローチ部分に階段がある」

といった例を紹介している。

このように、福祉工学という新しい分野を理解し、

技術が福祉の分野に応用されることを学ぶためには、

非常にコンパクトに簡潔にまとめられている本書は役

に立つ書と思われる。

註

1 ICF (International Classification of Functioning, 

Disability and Health，国際生活機能分類）


